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第１章 研究の対象と目的と動機 

 

１．１ 研究の対象と目的 

 

本研究の対象は、自動車交通量の変動特性であり、本研究の第一目的は、自動車交通量の変動

特性に関する傾向を分析することである。そしてこの分析結果として得られる自動車交通量の変

動特性に関する長期的・広域的傾向を利用して、自動車交通量に関わる各種指標の推定を試み、

自動車交通量の変動特性の応用可能性を検証することが、本研究の第二の目的である。 

本研究の対象と目的を、図 1.1 に整理した。図 1.1 に示す様に、本研究が対象とする自動車交

通量の変動特性には、①日単位の指標の季節変動と偶然変動、②時間単位の季節変動、③指標の

年間分布の連続型母分布による近似性が含まれる。より詳細に説明すると、本研究では、日交通

量（総台数、もしくは車種別（大型貨物、バス、小型貨物、乗用車の４車種））と、日ピーク率、

日ピーク時間大型車・貨物車混入率、昼夜率の季節変動と偶然変動を分析する。また、時間交通

量の日交通量比や時間別方向比の季節変動を分析する。また日交通量および時間交通量の AADT

比や、日ピーク率、日ピーク時間大型車・貨物車混入率、昼夜率などの年間分布を連続型母分布

により近似できるかどうかを確認する。 

なお本研究では①日単位の指標の季節変動と偶然変動、②時間単位の季節変動、③指標の年間

分布の連続型母分布による近似性を分析するに当たり、一般幹線道路における自動車交通量の常

時観測データを解析する。本研究の解析対象データについては次章で詳しく説明する。 

 

 

図 1.1 研究の対象と目的 

② 時間単位の季節変動

分析する時間単位の指標

時間交通量の日交通量比 時間別方向比

③ 指標の年間分布の連続型母分布による近似性

日交通量のＡＡＤＴ比 日ピーク率 昼夜率

年間分布の連続型母分布による近似性を確認する指標

日ピーク時大型車混入率

日ピーク時貨物車率時間交通量のＡＡＤＴ比

１） 自動車交通量の変動特性に関する傾向を把握する。

２） １）の自動車交通量の変動特性に関する長期的・広域的傾向を利用して、
交通量に関わる各種指標の推定を試み、変動特性の応用可能性を検証する。

① 日単位の指標の季節変動と偶然変動

日交通量

総台数

車種別
（大型貨物、バス、小型貨物、乗用車）

日ピーク時間特性

日ピーク時大型車混入率

日ピーク時貨物車率

昼夜率

分析する日単位の指標

日ピーク率（ピーク時間交通量÷日交通量）
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図 1.2 季節変動の概要 

 

本研究が分析対象とする季節変動の概要を、図 1.2 に示す。図 1.2 に示す様に、ある道路断面

における自動車交通量が周期的に変動することは、以前から知られている[1.1][1.2]。１日におけ

る自動車交通量は、１年間を周期とする月の変動と、１月を周期とする週の変動と、１週間を周

期とする曜日の変動の波のうねりが合わさった結果として現れると考えることができる。そして

この波のうねりは、年間平均値からの偏りと考えることが出来る。周期の異なる複数の季節変動

のうねりが大きくなる時期が重なれば、１日の交通量は非常に大きなものとなりうる。 

また本研究では、１年周期の周期的変動だけでなく、１月周期、１週間周期、1 日周期の周期

的変動も「季節変動」と呼んでいる。 

 

注意：
本研究では、1年周期、

１月周期、１週間周期、
１日周期の定常変動も
季節変動とみなす。

１年を周期とする
月の季節変動

4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4

平均

＋

－

・・・Y1年度 Y2年度・・・

月→

１月を周期とする
週の季節変動

1 2 3 4 5 61 2 3 4 5 6

10月

平均

＋

－

・・・9月

1 2 3 4 5 6

11月・・・

週→

１週間を周期とする
曜日の季節変動

日月火水木金土日月火水木金土 日月火水木金土

第３週・・・第２週 第４週・・・

平均

＋

－
曜日→

１日を周期とする
時間の季節変動

0 6 12 18 23

割合

時間→

木曜日・・・・・・水曜日
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図 1.3 連続型母分布による近似の概要 

 

本研究が分析対象とする連続型母分布による近似の概要を、図 1.3に示す。図 1.3に示す様に、

本研究では、自動車交通量に関わる何らかの指標の分布を、正規分布などの連続型母分布により

近似することを試みる。指標の分布が何らかの連続型母分布により近似できれば、その母数（平

均値、分散など）を利用して、その指標の分布を推定・予測することが可能となる。 

 

  

連続型母分布による近似

例：
断面交通量がa1～a2台となる日数

     36512  aXPaXP

標本数

指標の値（断面交通量や大型車混入率）

観測指標のヒストグラム

a2a1 x 確率変数の値
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１．２ 研究の動機 

 

本研究の動機すなわち、なぜ本研究が自動車交通量の変動特性を分析対象とし、その変動特性

を利用した各種交通指標の推定法を検証するのかを、図 1.4に示す。 

本研究の動機の一つは、自動車交通量の変動特性の応用可能性に潜在的価値を見出しているこ

とである。図 1.4 に示す様に、人間活動の社会的習慣が、自動車交通量に関わる各種指標の変動

特性に影響し、季節変動や母集団分布に一定のパターンを発生させている可能性があると考えれ

ば、季節変動や母集団分布にも、長期的・広域的に類似するパターンが存在する可能性がある。

変動特性パターンの長期的・広域的な類似性が存在すれば、それを応用することにより、自動車

交通量に関わる各種指標の年間分布の推定や、調査コストの軽減、新サービス開発のために活用

することが出来る。 

しかし自動車交通量指標の季節変動の存在自体は既に周知の事実であるにもかかわらず、これ

までの所、季節変動に関する長期的・広域的傾向の把握と応用について取り組んでいる研究は少

なく、季節変動の特徴は十分に明らかにされていない。この点が、本研究が自動車交通量の変動

特性を分析する動機である。 

自動車交通量指標の特徴を分析する上での着目点を、図 1.5に示す。【①日単位の指標の季節変

動と偶然変動】に関しては、従来から周知の日交通量（総台数）の季節変動について、長期的・

広域的傾向を確認するだけでなく、車種別日交通量の季節変動の実態についても差異を確認する。

また季節変動を持つ指標どうしの比を取った場合の季節変動についても確認する。例えば、日ピ

ーク率はピーク時間交通量と日交通量の比として定義されるが、ピーク時間交通量と日交通量は、

いずれも季節変動を有する可能性のある日単位指標であり、これら 2 つの日単位指標の季節変動

が同じ波の「うねり」のパターンを持っているならば、比を取ることにより得られる日ピーク率

は、季節変動の影響がキャンセルされている可能性がある。また本研究では、【②時間交通量の日

交通量比や時間別方向比】といった時間単位の指標を分析する際に、日単位の季節変動が及んで

いるかどうかも確認する。さらに本研究では【③自動車交通量指標の連続型母分布による近似性】

を分析する際に、季節変動が何らかの影響を及ぼしているかも確認する。 
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図 1.4 研究の動機 

 

 

図 1.5 自動車交通量に関する指標の変動特性の構造的特徴を分析する上での着目点  

自動車交通量に関わる各種指標の
変動特性のパターンは類似しており
長期間に渡り広範囲に通用する？

変動特性の普遍的パターン

人間活動の社会的習慣

自動車交通量に関わる各種指標の変動特性
・季節変動パターンの発生
・母集団分布のパターンの発生

自動車交通量指標の
変動特性に関する
長期的・広域的傾向
の把握と応用について
取り組んでいる研究は、
これまでの所、少ない

自動車交通量指標の
季節変動の存在自体は
既に知られている

各種指標の年間分布の推定への応用、調査コスト軽減、新サービスの開発

① 日単位の指標の季節変動と偶然変動

日交通量

総台数（長期的・広域的傾向の分析）

分析した日単位の指標

② 時間単位の季節変動

分析した時間単位の指標

時間交通量の日交通量比 時間別方向比

③ 指標分布の連続型母分布による近似性

日交通量のＡＡＤＴ比 日ピーク率 昼夜率

連続型母分布による近似性を確認した指標

日ピーク時大混率

日ピーク時貨物率時間交通量のＡＡＤＴ比

車種別
（大型貨物、バス、小型貨物、乗用車）

車種別に季節変動の実態が異なる？

日ピーク時間特性 昼夜率

日ピーク率
日ピーク時大混率
日ピーク時貨物率

季節変動を持つ指標（ピーク時間交通量、昼間交通量）と
季節変動を持つ指標（日交通量）の比を取ったら、
季節変動の影響はキャンセルされる？

時間単位の指標に、日単位の季節変動が及んでいるか？

連続型母分布（正規分布、ベータ分布）による近似を行う際に、季節変動の影響があるか？

日交通量の方向比

推定で必要になるので分析した。
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１．３ 研究の意義 

 

本研究では、自動車交通量の変動特性と、その変動特性を利用した自動車交通量各種指標の推

定法を分析対象とするが、これら分析を行うことの意義すなわち、なぜこの研究が重要かについ

て以下説明する。 

本研究の意義を、図 1.6 に整理した。図 1.6 の上段に整理した様に、現行の道路交通調査体系

の中では、交通計画や道路設計を行う上で必要となる指標（年間平均日交通量や K 値、D 値、大

型車混入率）を、限られた地点に設置されている交通量常時観測装置による観測値や、道路交通

センサス、道路構造令に基づいて決定している。この現行の道路交通センサスは 5 年に一度、春

季もしくは秋季の火・水・木曜日に実施されており、平均的傾向の把握に重点が置かれている。 

しかし現在、道路交通センサスによって実施されている一般交通量調査は、道路交通政策の効

果・効率の向上を図る上で、以下の様な問題を抱えている。 

１） 先述した通り、道路断面における自動車交通量は周期的に変動することが以前から知

られている[1.1][1.2]。道路断面における日交通量は日によって増減するが、例えば 1 年

間サイクルもしくは１週間サイクルで、同じ増減パターンが繰り返し現れる。しかし道

路交通センサスでは、秋季における平日と休日につき、それぞれ１日しか調査が実施さ

れない※１。必然的な結果として、道路交通センサスでは自動車交通の変動現象の実態を

把握することができない。この点を図 1.7 で説明すると、ある道路断面のある１日にお

ける自動車の交通量は、１年間を周期とする月の変動と、１月を周期とする週の変動と、

１週間を周期とする曜日の変動の波のうねりが合わさった結果として決まるが、現状の

道路交通センサスは、このような変動現象の限られたスナップショットしか観測してい

ないと言える。 

２） ５年に１度の周期で平日と休日につきそれぞれ１日しか調査されないが、その 1 日の

調査結果に含まれている誤差要因は考慮されておらず、調査結果の統計的代表値として

の確からしさは保証されていない。また統計的代表値としては確からしさの低い調査結

果に、５年間依存しなければならない。 

自動車交通量の平均的状態の把握に重点を置き、変動現象を把握しないことは、いくつかの不

都合をもたらす。例えば、交通量を元にして推計される環境負荷やエネルギー消費量の変動の実

態を予測・推定することができず、また特定の月や曜日に発生する渋滞に向けた対策や料金施策

といった、平均的でない交通状況に関わる施策の影響予測評価にも対応できない[1.3][1.4]。 

このような従来の道路交通調査体系の問題を背景として、本研究では図 1.6 の下段に整理した

様に、交通量常時観測データに基づき、自動車交通量指標の変動特性（季節変動と連続型母分布

による近似性）を分析する。そして自動車交通量指標の変動特性の長期的・広域的傾向に関する

分析結果を利用して、年間平均日交通量や日単位・時間単位の各種交通指標の変動特性を反映し

た年間分布を推定する手法について検討する。本研究が提案する推定手法により、常時観測装置

がなければ正確に把握することが難しい K 値、D 値、大型車混入率などの年間 30 番目時間交通

量に関する指標も、より効率的に推定が行える可能性もある。このように自動車交通量に関わる

各種指標・年間分布をより効率的で効果的に推定できる代替的手法を編み出すことを試みる点に

おいて、本研究の意義がある。 
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さらに変動特性を反映した日単位・時間単位の各種交通指標の年間分布の推定が可能になれば、

各種施策の影響予測評価や、道路交通に関わる新サービスの開発にも応用することが可能になり、

従来の道路交通センサスを中心とする道路交通調査が、変動特性が関係してくる問題に対応でき

ないという問題点を克服出来る。この点において、本研究の意義がある。 

 

 

図 1.6 本研究の意義 

 

 

図 1.7 従来の一般交通量調査の問題点 
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１．４ 研究の背景 

 

１．３節で述べたように、本研究では自動車の交通量調査の抱える問題に焦点を当てているが、

このような本研究の背景には、日本の社会経済情勢が抱える課題がある。すなわち日本の社会経

済は、情報化、高齢化、環境とエネルギーの調和意識の高まりや、公共コスト縮減に対する社会

的要請の波を迎えている。このような社会経済情勢の中で、日本国土内の社会経済活動基盤整備

の要となる道路交通政策は、より一層の効果と効率を求められてきている[1.5]。 

道路交通政策は、道路交通統計を基礎的な判断材料として立案・評価されるが、この道路交通

統計の一次情報を確保するための手段こそ、交通調査に他ならない。すなわち効率的・効果的な

道路交通政策のためには、まず政策上の判断材料を提供する交通調査の改善が大前提となる。交

通調査が重要な役割を果たす具体的な場面には、道路計画、道路整備効果評価、交差点計画、道

路交通安全計画、渋滞対策、交通情報計画、交通施設計画、地域・地区計画、道路環境計画、交

通規制・運用などが挙げられる。また最近、施策の影響評価のために実施されている社会実験に

おいても交通調査が不可欠となっている[1.6]。表 1.1に道路交通計画と交通調査の関係※２を示す

[1.6]。 

日本で実施されている道路交通調査にはいくつかの種類が存在するが※３、本研究では道路交通

調査の中でも、とりわけ自動車に関わる道路交通調査に焦点を当てる。自動車類の交通量調査は、

道路の計画や設計、交通の管理・運用等における最も基本的な調査である[1.6]。日本においては、

全国道路・街路交通情勢調査（通称「道路交通センサス」）の中の一般交通量調査において、自動

車道路交通に関する調査が実施されている※４。道路交通センサスは、5 年に一度の周期で全国一

斉に実施される。 

直近に実施された平成 22 年度の道路交通センサスでは、近年、国土交通省により調査内容が見

直されており、従来のやり方からの大きな変更点がいくつか見られた。変更の一つとして、自動

車に関わる道路交通調査は、交通量常時観測装置や可搬式トラフィックカウンターなどの機械に

よる調査を基本として実施されることとなった[1.7][1.8]。 

 

 

表 1.1 道路交通計画と交通調査の関係※２ 

 
交通量 

調査 

速度 

調査 

渋滞状況 

調査 

交通現象 

調査 

交通容量 

調査 

事故調査・ 

事故分析 

経路 

調査 

駐車 

調査 

道路計画 ◎ ○ ◎  ○ △ △  

道路整備効果 

（供用後） 
◎ ○ ○   ○ △  

交差点改良計画 ◎  ○ ○ ○ ◎  ○ 

安全対策 △ ○  ○  ◎  △ 

渋滞対策 ◎ ○ ◎ ○ ◎  △ △ 

休憩施設計画 

（SA、道の駅） 
◎  △   △ △ ○ 

交通施設計画 ◎  △   △  ○ 

地域・地区計画 ◎  ◎  △ ○ △ ○ 

沿道環境対策 ◎ ◎ △      

交通規制計画 ◎ ◎ ○  ○ ◎ △ ○ 

バリアフリー ◎     ○   

道路維持管理 ◎ ○       
※ ◎：実施すべき調査（データ）、○：望ましい調査、△：必要に応じ調査 
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ところで本研究の背景には、近年の日本の情報化に伴い浮上してきている社会的課題も挙げら

れる。近年、より安全でより快適な自動車運転を実現するため、自動車メーカーを筆頭とする民

間部門により、双方向通信型カーナビをはじめとする高度な車載装置が普及されつつある[1.9]。

一方で、国土交通省を筆頭とする公共部門により、カーナビを通じて経路案内や安全運転支援を

提供する ITS スポットの全国普及が進められている[1.10]。更に、今や民間部門では通信機能を

搭載した車載装置を通じて情報を収集するだけでなく、ITS 基盤と連携した双方向通信により次

世代型の運転支援サービスやインフォテイメントをドライバーに提供することが課題となってお

り、日々、新サービスの開発に向けて取り組まれている。こうした背景を受けて、常時観測装置

などを通じて蓄積されたビッグデータ（膨大な情報）を、従来の道路交通政策だけに活かすので

はなく、双方向通信型車載装置などとの連携も模索しつつ、交通量常時観測データから価値のあ

る情報を抽出し、より良い道路交通サービスを開発するために活用することも重要な課題となっ

ている。本研究は常時観測データに基づいて自動車交通量指標の変動特性を分析するが、その分

析と並行して、「ビッグデータ活用」という社会的課題に対して有益な解決策を提示することも、

本研究の使命と考えている。 

 

 

１．５ 本論文の構成 

 

本論文では、まず次の第２章で、本研究が取り組む問題と解決方法について先行研究の到達点

を踏まえながら説明する。続く第３章、第４章では、常時観測装置による道路断面の自動車交通

データに基づいて、自動車交通量に関する各種指標の季節変動について分析を行う。さらに第５

章では、常時観測装置による道路断面の自動車交通データに基づいて、自動車交通量指標を確率

変数とみなした際の連続型母分布への近似性を確認する。その上で第６章では、本研究が提案す

る自動車交通量指標の推定手法について説明し、その提案手法の有効性を確認するためにいくつ

かの事例分析を行う。そして最後の第７章で、本研究の到達点を総括するとともに、今後の課題

を明らかにしたい。 
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章末補足 

 

※１ 一般に年間の平均的な交通量を把握するための交通量調査は、5 月下旬～7 月上旬、または

9 月下旬～11 月上旬の火～木曜日に実施するとされている[1.6]。 

 

※２ [1.6]に掲載されている表をそのまま転載した。 

 

※３ 日本における道路交通に直接関連する統計調査には、以下の 5 種類が挙げられる[1.5]。 

① 自動車輸送統計調査 

② 全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス） 

③ 幹線旅客純流動調査 

④ 全国貨物純流動調査 

⑤ パーソントリップ調査 

 

※４ 全国道路・街路交通情勢調査（「道路交通センサス」）には、大雑把に分けて以下の３つの

調査項目が含まれている[1.5]。 

① 一般交通量調査 

② 自動車起終点調査 

③ 駐車場調査 

①の一般交通量調査の中では、道路状況調査、交通量調査、旅行速度調査が行われる。そ

の交通量調査の中では、調査区間の代表断面における以下の各モードの交通量観測が行わる

[1.5]。 

ａ．歩行者 

ｂ．自転車 

ｃ．動力付き二輪車 

ｄ．自動車８車種 
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第２章 取組む問題と解決方法 

 

２．１ 本章の概要 

 

本章では、まず本研究が取組む問題に関連する先行研究の概要を整理する。その後、本研究が

取り組む問題をより詳細に説明した上で、その問題に対して提案する解決方法の概要について、

先行研究を踏まえながら説明する。そして本章では最後に解決方法の検討手順について説明する。 

 

 

２．２ 先行研究の概要 

 

第１章で述べた様に、本研究は、全国道路・街路交通情勢調査（以下「道路交通センサス」と

呼ぶ）が抱える問題を背景として見据え、交通量常時観測データに基づいて自動車交通量の変動

特性を分析し、その変動特性を利用した推定法を検証することを通じて、自動車交通量の変動特

性の応用可能性を検討する。 

本研究に関わる先行研究の概要を表 2.1に整理した。以下、その概要を述べる。 

 

表 2.1 先行研究の概要 

先行研究 目 的 概 要 

飯田他 

1981 
交通変動を分析 

高速道路 ICの 21か所の１年間のデータを分析。 

月変動が強いと指摘。 

→ １年間なので長期に渡る季節変動パターンの分析がなさ

れていない。 

鹿島他 

1998 

日本国内の道路交通 

関連調査の網羅と、 

問題点の整理 

道路交通センサスでは、変動を把握できない点を指摘。 

鹿島他 

1999 

交通量の月・週・曜日の 

周期変動と偶然変動の 

分析 

本研究と同じ東京都一般幹線道路２２か所、1年間の常時観

測データを分析。 

曜日の季節変動が似通っている点を提示。 

→ １年間なので長期に渡る季節変動パターンの分析がなさ

れていない。 

鹿島他 

2000 

交通量の月・週・曜日の 

周期変動と偶然変動の 

分析 

首都高速道路の 2か所、17年間のデータを分析。 

季節変動と偶然変動を用いて日交通量を再現することが可能

である点を提示。 

→ ２か所なので、異なる道路断面間の類似性の分析がなさ

れていない。 

蛭坂 

2001 

交通量の月・週・曜日の 

周期変動の分析 

一般幹線道路２か所、１年間の常時観測データを分析。 

季節変動を用いた予測誤差が数％となる結果を提示。 

→ １年間なので長期に渡る季節変動パターンの分析がなさ

れていない。 

河野他 

2010 

常時観測データを利用した 

隣接区間の交通量の年間 

分布の推定 

推定精度が日交通量の変動幅より小さくなる結果を提示。 

→ 季節変動パターンの分析と活用がなされていない。 

河野他 

2011 

常時観測データの欠損値補完 

と異常値検出の手法を検討 
→ 季節変動パターンの分析と活用がなされていない。 
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現状の道路交通センサスが抱える問題点に取り組んだ研究として、本研究は初めてのものでは

なく、表 2.1に掲載した鹿島他 1998[1.5]、鹿島他 1999[2.1]、鹿島他 2000[2.2]、河野他 2010[1.3]

が挙げられる。 

鹿島他 1998は、道路交通統計の改善を行うことを目的としており、道路交通統計に関して日本

国内で実施されている主要調査とその調査内容を列挙し、問題点を整理した上で諸々の提言を行

っている。そしてその中で、現行の道路交通センサスでは交通量変動やその変動要因について把

握することができない点を問題として指摘している。またそれに続く鹿島他 1999、鹿島他 2000

は、実際に観測された交通量データを分析して、交通量の季節変動特性と偶然変動特性の影響度

合いを把握することに取り組んでいる。鹿島他 1999、鹿島他 2000 による季節変動特性の分析に

ついては次節でも言及する。 

また河野等 2010は、交通量の年間変動は大きく、渋滞状況も日々刻々と変化しているにもかか

わらず、道路交通センサスでは 1 日の調査により得られたデータしか入手できず、渋滞時や料金

施策時などの特殊な状況には対応できない点を問題として指摘した上で、調査コストを抑えつつ

広域的かつ効率的に交通量の日変動を算定する手法を提案し、手法を評価するために事例分析を

行っている。 

ところで、本研究と同様に交通量常時観測データに基づいて分析を行っている研究としては、

先述した鹿島他 1999、河野他 2010に加えて、表 2.1に掲載した蛭阪 2001[2.3] 、河野等 2010[1.3]、

河野等 2011[2.9]が挙げられる。 

鹿島他 1999では、一般道路の交通量常時観測データを分析し、日単位および時間単位の季節変

動特性を抽出し明らかにしている。また蛭阪 2001では一般道路の車両感知器により収集されたデ

ータを分析し、月や曜日の季節変動を含むいくつかの変動特性を抽出し明らかにした上で、これ

ら変動特性を利用した交通量予測手法を提案している。蛭阪 2001による季節変動特性の分析につ

いては次節でも言及する。 

一方で、表 2.1に掲載した河野他 2010では、交通量常時観測データを用いて、常時観測されて

いない隣接区間の日交通量の変動を推定することを試みており、推定精度が日交通量の変動幅よ

りも小さいことを示している。しかし非観測区間の交通量推定は、常時観測地点に関連する交差

点の流出入交通量を加減算することを基本として行われており、季節変動特性は利用されていな

い。またそれに続く河野他 2011では、交通量常時観測データに基づき、これらデータに含まれる

日交通量及び時間交通量の欠損値を補完し、異常値を特定する手法について検討している。しか

し欠損値補完や特異値特定を行う際に、過去の月間・年間の平均値を利用しており、ここでも季

節変動特性は利用されていない。 
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２．３ 本研究が提案する解決方法の概要 

 

本研究では、第１章でも述べたように、道路交通センサスにおける道路断面交通量調査が抱え

る問題に応える上で、自動車交通量に関わる季節変動と連続型母分布による近似性に着目しその

利用可能性を模索する。このことは交通量に関わる普遍的な統計的特性の利用可能性を模索する

ことを意味する。ここで「交通量に関わる」と分析範囲を限定するのは、本研究ではもっぱら交

通量により値の大小が決定される指標の分布推定に焦点を当てて分析を行っており、「速度」は直

接的には分析対象には含めていないためである。以下、季節変動と連続型母分布による近似性に

着目する理由について、順番に説明する。 

 

 

２．３．１ 季節変動 

 

ありとあらゆるデータは、メタデータとしてタイムスタンプを持つため、時系列データになり

うるが、自動車交通に関わるデータもその例外ではない。そして時系列データが時刻によって変

動する様が時系列変動である。 

時系列変動にはいくつかの種類があり、それらを図 2.1 に整理した[2.4]。図 2.1 に示す通り、

時系列変動は、大きく分けて傾向変動と定常変動に分けられる[2.4]。前者の傾向変動は長期的変

動を伴う時系列変動であり、後者の定常変動は長期傾向変動を除去した後の時系列変動、もしく

は初めから長期傾向変動を伴わない定常的な時系列変動である[2.4]。定常変動は、さらに循環変

動と季節変動と偶然変動に分類することができる[2.4]。 

定常変動の内の季節変動とは、通常、周期 1 か年以内の周期における波状変動を指し、自然現

象（四季の変化）や社会的習慣などが原因となって発生すると考えられる[2.4]。岸根 1968[2.4]

の中では、周期期間が 1 か月、1 週間、または 1 日などの確定周期の変動も、季節変動に含まれ

るとされており、本研究もこの定義に倣っている。 

 

 

図 2.1 時系列変動の分類※１ 

時系列変動

傾向変動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定常変動

循環変動
周期変動・・・・・・

非周期変動・・・・

季節変動・・・・・・・・・・・・・・・・・

偶然変動・・・・・・・・・・・・・・・・・

長期趨勢的な変動

一定周期一定振幅の波状変動

不定周期不定振幅の波状変動

季節的な一定周期の波状変動

不規則偶然的な変動
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図 2.2 季節変動を活用した問題解決の見通し 

 

本研究は、現行の道路交通センサスが抱える問題を解決する手法を検討する上で、交通量に関

わる時系列変動の内の季節変動の活用可能性にとりわけ着目する。その理由は、季節変動を活用

することによりその問題を解決できる可能性があるためである。図 2.2 に季節変動を活用した問

題解決の見通しを示す。以下、図 2.2に沿って、問題解決の見通しを具体的に説明する。 

 

１） 道路断面における自動車交通量は周期的に変動し、1 年間サイクルもしくは１週間サ

イクル等で、同じ増減パターンが繰り返し現れることが以前から知られている[1.1][1.2]。

これらの周期変動は季節変動とみなすことができる（図 2.2の②）。 

１年を周期とする
月の季節変動

１月を周期とする
週の季節変動

１週間を周期とする
曜日の季節変動

4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4

平均

＋

－

・・・Y1年度 Y2年度・・・

月→

1 2 3 4 5 61 2 3 4 5 6

10月

平均

＋

－

・・・9月

1 2 3 4 5 6

11月・・・

週→

日月火水木金土日月火水木金土 日月火水木金土

第３週・・・第２週 第４週・・・

平均

＋

－
曜日→

１日を周期とする
時間の季節変動

0 6 12 18 23

割合

時間→

木曜日・・・・・・水曜日

①人間活動の社会的習慣

②自動車交通指標（断面交通量や大型車混入率など）の季節変動パターン

③自動車交通指標の季節変動パターンは長期に渡り広範囲に通用する？

普遍的な季節変動パターン

④各種指標・年間分布の推定への応用、調査コスト軽減、新サービスの開発
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２） 自動車交通は移動の基本的手段であり、社会的活動の根幹をなす営みであるため、社

会的習慣の影響を受けて自動車交通現象に季節変動が生じるのは必然と考えられる（図

2.2の①から②）。しかるに社会的習慣は時間的・空間的にそうそう変化するものではな

いため、自動車交通の季節変動には、長期にわたり広域的に確固として通用する共通の

特性が見られても不自然ではない。つまり１）で述べた道路断面における自動車交通量

の季節変動パターンは、道路断面ごとに全然違う傾向を示すものではなく、長期にわた

り広域的に共通な季節変動パターンが存在する可能性が高い（図 2.2の③）。 

３） 仮に自動車交通量の季節変動パターンについて、準普遍的なもの、すなわち長期にわ

たり広域的に確固として通用する共通のものが存在し把握することができるとするなら、

その季節変動パターンをそのまま任意の調査対象区間に適用することにより、従来の道

路交通センサスが自動車交通量の変動現象を把握できないという問題点を克服できるか

もしれない（図 2.2の④）。 

４） さらに自動車交通量についての準普遍的な季節変動パターンを活用することにより、

各種指標の年間分布の推定や、道路交通政策立案のため必要となる調査コストを軽減す

ることが可能となるかもしれない。別の言い方をすると、従来の調査と同等のコストか、

もしくはそれ以下のコストで、従来よりも豊富な情報を得ることが可能になり、ひいて

は新サービス開発に応用出来るかもしれない（図 2.2の④）※２。 

 

２．３節の冒頭でも述べたが、季節変動を交通量に関わるものに限定する理由は、本研究では

自動車の速度を分析対象に含めず、もっぱら交通量の分布推定に重点を置くためである。道路断

面における自動車交通量の季節変動に関連する先行研究としては、前節でも言及した鹿島他

1999[2.1]、鹿島他 2000[2.2]、蛭阪 2001[2.3]に加えて、飯田他 1981[2.5]が挙げられる。以下、

それぞれの概要を整理する。 

まず最も先行している飯田他 1981では、高速道路インターチェンジ流出入交通量を対象として

分析を行っており、曜日の季節変動が大きな地点において、曜日の季節変動の周期性が見られる

ことを示し、この周期性は月の季節変動と週の季節変動を取り除いた月間週間除去交通量でより

強く表れていることを明らかにしている。また多くの調査地点で月の季節変動が最も大きく、次

いで曜日の季節変動が大きいことを明らかにしている。月の季節変動が最大であるのは、春、夏、

秋の行楽期に交通量が集中し、冬季の雪の影響で交通量が減少するといった対象道路独特の利用

形態と深く関わっていると考察されている。一方で一部の調査地点では、後背地（温泉地）の影

響で曜日の季節変動が大きくなっているとも分析している※３。もっとも飯田他 1981 では１年間

分のデータしか利用されていないため、長期間に渡る季節変動パターンについては分析されてい

ない。また季節変動パターンの応用については取り組まれていない。 

鹿島他 1999は、東京都内一般幹線道路断面 22 か所における 1 年間分の自動車交通量常時観測

データを用いて、月、週、曜日の季節変動と偶然変動について分析を行っている。結果として、

調査対象とした 22 か所の道路断面において、曜日の季節変動量が似通ったパターンを示している

ことを明らかにしている※４。鹿島他 1999 でも１年間分のデータしか利用されていないため、長

期間に渡る季節変動パターンについては分析されていない。また季節変動パターンの応用につい

ても取り組まれていない。 
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一方、鹿島他 2000 は、首都高速道路の 17 年間分の日交通量データを用いて、月、週、曜日の

季節変動と偶然変動について分析を行っている。鹿島他 2000 は、調査道路断面数が限られている

ものの、初めて長期に及ぶ日交通量データに基づいて季節変動を分析している研究である。鹿島

他 2000 は、月の季節変動（つまり年間平均日交通量からの偏差）が 12 月と 1 月の間で最も大き

くなり、8～11 月の間では小さくなることを示している。また月、週、曜日のいずれの季節変動

についても、年度間で強い正の相関が見られ、同様の変動が毎年見られることを示している。曜

日の季節変動については、月曜日を減少ピークとして金曜日にかけて単調増加していく傾向があ

ることを示している。また季節変動特性係数と偶然変動の乱数を用いた日交通量の推計を行って

おり、季節変動と偶然変動を用いて日交通量を再現することが可能であることを示している※５。 

一方の蛭阪 2001では、月と曜日の季節変動を調査しており、対象道路断面において、曜日の季

節変動が土曜日を頂点とした右肩上がりの変動になることを示している※６。蛭阪 2001 でも１年

間分のデータしか利用されていないため、長期間に渡る季節変動パターンについては分析されて

いない。また 2.2 式を利用した交通量予測を行っており、結果として予測誤差 2～3%の精度を得

ている※７。 

ところで先述した通り、季節変動は定常時系列変動の一種であるため、季節変動を把握するに

当たり、長期的傾向変動の影響を除去する必要がある。この点については本稿第２．４節で検討

する。 

 

 

２．３．２ 連続型母分布による近似 

 

世の中のありとあらゆる現象は、確率的事象と考えることができる。確率的事象の特徴を表す

データは確率変数であり、確率的事象の特徴値は、何らかの確率分布に従って母集団分布の候補

値の中から確率的に選ばれると考えることができる。自動車交通に関わる現象もその例外ではな

く確率的事象である。そして自動車交通に関わる統計指標は確率変数であり、何らかの確率分布

に従って、母集団分布の候補値の中から確率的に選ばれると考えることができる。 

母集団分布は、大きく離散型母分布と連続型母分布に分けることができる。前者は確率変数が

一定値域内において離れた値を取るものに対応しており、代表的なものとしては二項分布やポア

ソン分布などが挙げられる。後者は確率変数が一定値域内において連続した値を取るものに対応

しており、代表的なものとしては正規分布やベータ分布などが挙げられる[2.6]。 

本研究では、現行の道路交通センサスが抱える問題を解決する手法を検討する上で、自動車交

通量に関わる現象の連続型母分布による近似性に着目する。図 2.3 に連続型母分布による近似を

活用した問題解決の見通しを示す。以下、図 2.3 に沿って、問題解決の見通しを具体的に説明す

る。 
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図 2.3 連続型母分布による近似を活用した問題解決の見通し 

 

１） 自動車交通に関わる何らかの指標の母集団分布を、何らかの連続型母分布により近似

することを考える（図 2.3の①）。その時の母分布に関して、長期にわたり広域的に通用

する共通の母数が存在し把握することができるとするなら（図 2.3の②）、その連続型母

分布の平均や分散などの母数を活用することにより、従来の道路交通センサスが自動車

交通量の変動現象を把握できないという問題点を克服できるかもしれない（図 2.3の③）。 

２） さらに自動車交通量指標に関する準普遍的な連続型母分布による近似を活用すること

により、各種指標および年間分布の推定や、道路交通政策立案のため必要となる調査コ

ストを軽減することが可能となるかもしれない。別の言い方をすると、従来の調査と同

等のコストか、もしくはそれ以下のコストで、従来よりも豊富な情報を得ることが可能

になり、ひいては新サービス開発に応用出来るかもしれない（図 2.3の③）※８ 

 

自動車交通現象の連続母分布への近似性に関する先行研究としては、先に言及した飯田他

1981[2.5]において、交通量の正規分布性についても検定（ピアソンのχ2検定）が行われており、

全ての季節変動を取り除いた修正不規則交通量に関して、殆どの調査地点で正規分布に適合して

いること（危険率 5%で帰無仮設「傾向変動が無視できる場合、交通量変動は正規分布に従う」が

棄却されないこと）を明らかにしている。また鹿島他 2000[2.2]では、季節変動を取り除いて求

められる偶然変動が正規分布に適合するとしている。 

※例は正規分布

確率変数の値

①自動車交通指標（断面交通量や大型車混入率など）の
母集団分布の連続型母分布近似

②自動車交通指標の連続型母分布による近似は
長期に渡り広範囲に通用する？

普遍的な連続型母分布近似

③各種指標・年間分布の推定への応用、調査コスト軽減、新サービスの開発

標本数

（断面交通量や大型車混入率）

分布形を決める母数
（平均μ、標準偏差σ）
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２．４ 本研究が提案する解決方法の検討手順 

 

本研究では、先の２．３節で述べた通り、道路交通センサスにおける道路断面交通量調査が抱

える問題に応えるために、【季節変動】と【連続型母分布による近似性】を交通現象に関する普遍

的な統計的特性であると仮定した上で、各種指標の年間分布の推定法への応用可能性に着目する。

本節では以下、それら統計的特性を応用する手順について、より具体的に説明する。 

 

２．４．１ 季節変動の応用 

 

本研究では、道路断面における自動車交通量を時系列データとして扱い、その季節変動パター

ンを分析し、各種指標の年間分布の推定法への応用可能性を模索し、道路交通センサスが抱える

問題の克服を目指す。しかしその際には、元の時系列データから季節変動パターンを抽出する手

順がまず問題になる。また季節変動パターンを抽出する際には、季節変動が自動車交通量に及ぼ

す影響を定式化し、その式に沿ってパターンを抽出することが望ましい。季節変動を定式化しパ

ターン抽出できたとしたら、次にはその情報をどのように活用して、道路交通センサスが抱える

問題に応用するかということが問題になる。 

以下、まずは季節変動を定式化しパターン抽出する方法について先行研究の手法を踏まえなが

ら、本研究の方針を述べ、次に定式化し抽出された季節変動パターンを応用する方法について本

研究の方針を述べる。 

 

２．４．１．１ 日単位の季節変動の定式化とパターン抽出 

 

季節変動の定式化とパターン抽出において関連する先行研究としては、先でも言及した鹿島他

1999[2.1]、鹿島他 2000[2.2]、蛭阪 2001[2.3]が、自動車日交通量に関する季節変動の数式化を

試みている※９以下、順に概要を整理する。 

鹿島他 1999 および鹿島他 2000 では、道路断面における自動車日交通量の時系列変動を以下の

ように定式化している。 

 

 （2.1） 

 

 
月 i 、週 j 、曜日 k の日交通量。 

 
年平均日交通量。 

 

月 i の変動量。年平均日交通量に対する偏差。 

「月 i の平均日交通量－年平均日交通量」により求める。 

また、 である。 
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週 j の変動量。年平均日交通量に対する偏差。 

 により求める。 

また、 である。 

 

曜日 k の変動量。年平均日交通量に対する偏差。 

 により求める。 

また、 である。 

 

偶然変動量。年平均日交通量に対する偏差。 

日々の交通量から、上の月変動量、週変動量、曜日変動量を除いて求める。 

また、 である。 

 

2.1 式では、日交通量が年間平均日交通量を基準として季節変動ならびに偶然変動するものとし

て表現している。また 2.1 式では、季節変動と偶然変動が、年間平均日交通量に対して加減算さ

れる差分交通量とみなされている。2.1 式の長所は、日交通量全体の変動を、月・週・曜日という

異なる周期の季節変動と偶然変動の和として表しており直感的に理解しやすい点と、季節変動及

び偶然変動を車種別に分解することが出来る点である。なお 2.1 式の問題点としては、季節変動

の影響が絶対値として扱われているため、長期的な傾向時系列変動や、道路断面特有の社会的・

道路構造的特性が変動に及ぼす影響を、季節変動から分離することを考慮しておらず、そのまま

では季節変動の特性を異なる時点間や異なる地点間で比較できないことが挙げられる。 

一方、蛭阪 2001では道路断面における自動車の日交通量の時系列変動を以下のように定式化し

ている。 

 

 （2.2） 

 
予測交通量。 

 
年平均日交通量。 

 

月特性。 

該当月の交通量平均値を年間平均日交通量で除した値。 

 

曜日特性。 

該当曜日の交通量平均値を年間平均日交通量で除した値。 

 

日特性（五十日、月初め、月末など）。 

該当日の交通量平均値を年間平均日交通量で除した値。 

 

連休特性（特異日特性）。 

該当日の交通量平均値を年間平均日交通量で除した値。 

 

2.2 式でも、2.1 式と同様に日交通量が年間平均日交通量を基準として季節変動するものとして

表しているが、2.2 式では、季節変動による交通量の増減差分を、年間平均日交通量に対する比に

より表現している点が異なる。年平均日交通量に、長期的な傾向時系列変動の平均的影響や道路

j
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断面特有の社会的・道路構造的特性からくる平均的影響が集約されていると仮定するなら、2.2

式は比により季節変動を表現している点で、長期的な傾向時系列変動や道路断面固有の特性から

くる影響をある程度、除去できていると考えることができる。なお 2.2 式の問題点としては、日

交通量の全変動が、年間平均日交通量と周期の異なる季節変動係数の掛け算として求められると

しているため、周期の異なる季節変動の影響割合、すなわち全変動に対してどの程度の影響を及

ぼしているのかを要因ごとに分離することが出来ず、直感的に理解し辛いことが挙げられる。と

ころで 2.2 式では偶然変動が組込まれていないが、係数を増やして偶然変動を組み込むことも可

能である。 

本研究でも上述の先行研究に倣い、自動車日交通量を含む各種の日単位指標の定式化により、

季節変動を表現するものとする。そしてその際には、上記の 2.1 式と 2.2 式を組み合わせた以下

式を採用することにする。 

 

 
（2.3） 

 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年、m 月、第 w 週、dw 曜日の値。 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年の年間平均値。 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年、m 月の季節変動特性係数。 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年、第 w 週の季節変動特性係数。 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年、dw 曜日の季節変動特性係数。 

 

対象となる自動車交通量指標の y 年、m 月、第 w 週、dw 曜日の偶然

変動特性係数。 

 

 

図 2.4 本研究が採用する季節変動と偶然変動の定義式の特徴 
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本研究が採用する2.3式の特徴を図2.4に整理した。2.3式において問題になっている変数 X は、

自動車日交通量ではなく、より抽象的に「対象となる自動車交通量指標」としている。これは本

研究が、日交通量だけでなく、ピーク時間交通量やピーク時間における大型車混入率、日交通量

方向比、昼夜率など、他の自動車交通量指標についても 2.3 式を適用し、それらの時系列変動特

性を分析し、道路交通センサスが抱える問題に対する利用可能性を模索しようと考えているから

である。 

また 2.3 式では、2.1 式と同様「対象となる自動車交通量指標」が年間平均値を基準として季節

変動ならびに偶然変動するものとして表現しているが、2.1 式と異なるのは季節変動と偶然変動が、

【「年間平均値に対する差分」の「年間平均値に対する比」】として表現されている点である。年

平均日交通量に、その指標の長期的な傾向時系列変動の平均的影響や道路断面特有の社会的・道

路構造的特性からくる平均的影響が集約されていると仮定するなら、2.3 式は比により季節変動と

偶然変動の差分を表現している点で、長期的な傾向時系列変動や道路断面固有の特性からくる影

響をある程度、季節変動特性係数から分離できていると考えることができる※１０。 

ところで 2.3 式において「対象となる自動車交通量指標」には、年の添え字が付けられている

が、これは多年度にわたる長期間の自動車交通量に関わる時系列変動特性を、年度別に分析する

ことを前提としているためである。 

各年における月、週、曜日の期間区分別の季節変動特性係数と偶然変動特性係数をどのように

して抽出するかも問題であるが、本研究では、次の計算式により求める。 

 

 
（2.4） 

 

 
（2.5） 

 

 
（2.6） 

 

 
（2.7） 

 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年における平均値。 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年 m 月における平均値。 

 

対象となる自動車交通量指標の y 年 m 月、第 w 週における平均値。 

第１週目（w =1）の期間区分については、その週に含まれる前月最終週の 

サンプルも含めて平均値を計算する。 

また最終週（w =5 もしくは 6）の期間区分については、その週に含まれる 

翌月第１週のサンプルも含めて平均値を計算する。 
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対象となる自動車交通量指標の y 年 m 月におけるサンプル数。 

 

対象となる自動車交通量指標の y 年、第 w 週におけるにおけるサンプル数。 

y 年における全ての月の第 w 週のサンプル数を合計したもの。 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年 m 月、第 w 週、dw 曜日における値。 

 

自動車の日交通量を例にとり、2.4 式～2.6 式に基づいて季節変動特性係数を推定する例を、図

2.5 に示す。図 2.5 から分かるように、月の季節変動特性係数であれば年平均からの偏差を、週

の季節変動特性係数であれば月平均からの偏差を、曜日の季節変動特性係数であれば週平均から

の偏差を、それぞれ計算して、その年間平均値に対する比を求めている。そして 2.7 式は、偶然

変動特性係数が、各日の値について、2.4 式～2.6 式で求めた季節変動特性係数により説明できな

い誤差要因であることを定義している。図 2.5 は日交通量についての例であるが、他の全ての日

単位で得られる自動車交通量指標についても、同じ要領で季節変動特性係数と偶然変動特性係数

が求められる。 
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図 2.5 日交通量の季節変動特性係数の計算例 
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ところで季節変動特性係数の抽出式 2.4～2.6 は、その日単位の指標値が、車種別指標値の合計

である場合には、2.1 式の場合と同様に車種別の係数に分解することも可能である。つまり、以下

の式が成り立つ※１１。 

 

 
（2.8） 

 

 
（2.9） 

 

 
（2.10） 

 

ただし、 

 
（2.11） 

 

 
対象となる自動車交通量指標の y 年における平均値。 

 
車種 vt について、対象となる自動車交通量指標の y 年における平均値。 

 

車種 vt について、対象となる自動車交通量指標の y 年、m 月の季節変動 

特性係数。 

 

車種 vt について、対象となる自動車交通量指標の y 年、第 w 週の季節変 

動特性係数。 

 

車種 vt について、対象となる自動車交通量指標の y 年、dw 曜日の季節変動

特性係数。 

 

車種 vt について、対象となる自動車交通量指標の y 年 m 月、第 w 週、 

dw 曜日における値。 

 

2.8～2.10 式は、総台数の季節変動特性係数が、車種別係数と車種別年間平均値割合の積を全て

足したものになることを表している。 

 

２．４．１．２ 時間単位の季節変動の定式化とパターン抽出 

 

季節変動には周期を 1 日とするものも含まれることから、１日を周期として時間単位の自動車

交通量指標が季節変動する点についても検討の余地がある※１２。本研究では、【方向別時間交通量】

について下記式に基づいて定式化することを通じて、季節変動パターンを抽出する。 
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 （2.12） 

 

 

y 年、dw 曜日、h 時、方向 dire における時間交通量の季節変動係数。 

（片方向）時間交通量の（片方向）日交通量に対する比。 

 
y 年、dw 曜日、h 時、方向 dire の（片方向）時間交通量のサンプル数。 

 

y 年、m 月、第 w 週、dw 曜日、h 時、方向 dire の（片方向）時間交通

量。 

 
y 年、m 月、第 w 週、dw 曜日、方向 dire の（片方向）日交通量。 

 

2.12 式では、曜日別・方向別に【方向別時間交通量】の季節変動特性係数を求めている。曜日

別に求める理由は、例えば平日の朝方の出勤時間帯では上り方向交通量が非常に高くなるが、休

日の朝方はそうでもないといった具合に、時間単位の指標は、曜日によって大きく傾向が変わる

可能性があるからである。もっとも曜日別に季節変動特性係数を求めるとなると、７曜×上下２

方向×２４時間分といった具合に非常に多くの区分ができてしまうので、月曜から金曜を一括り

にして平日・土曜・日曜について季節変動特性係数を求めるという様にすることも考えられる。 

ところで、これら時間単位で得られる自動車交通量指標を確率変数と考えた場合、お互いの独

立性が低いことに注意する必要がある。時間単位指標の独立性が低い例としては、渋滞が発生し

た場合、渋滞時間帯における時間交通量は、直前 1 時間の時間交通量の影響を受けている可能性

が高いことが挙げられる。この点は日単位で得られる自動車交通量指標と大きく性格を異にする

側面であり、分析結果を利用する際には注意しなければならない。 

 

２．４．１．３ 季節変動に関する情報の応用 

 

前節、前々節で季節変動を定式化しパターン抽出する手順について説明したが、本節において

は、これら季節変動に関する情報をどのように活用するかという点について、本研究の分析方針

を説明する。季節変動に関する本研究の分析方針を図 2.6～図 2.8に示す。 

ところで、そもそも本研究が季節変動に着目した理由は、２．３．１節でも述べたが、①【自

動車交通量について長期にわたり広域的に確固として通用する共通の季節変動パターンが存在す

るなら、それをそのまま任意の調査対象区間に適用することにより、従来の道路交通センサスが

交通変動現象を把握できないという問題点を克服できる】という見通しを立てたからである。さ

らに②【自動車交通量についての季節変動パターンを活用することにより、道路交通政策立案の

ため必要となる現行の道路交通センサスと同等のコストか、もしくはそれ以下のコストで、従来

よりも豊富な情報を得ることが可能になるかもしれない】という見通しもあった。 

本研究では、まず自動車交通量を含む各種指標について、長期にわたり広域的に確固として通

用する共通の季節変動パターンが存在するかどうかを検証するものとする。そのためには、まず

は長期間に渡る実際の道路断面交通量のデータを使用し、前節、前々節で提示した 2.4～2.6 式と

2.12 式に基づいて季節変動特性係数を計算し（図 2.6）、実際にそれら係数の季節変動パタ 
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図 2.6 分析方針①：季節変動パターンの抽出 

 

 

図 2.7 分析方針②：季節変動パターンが長期に渡り通用するかどうかの確認 

 

ーンが、どれだけ強く影響しており、また年度間でどれだけ似ているのかを確認する（図 2.7）。 

ところで本研究では、2.3 式に示したように、日単位の自動車交通量指標にかかわる季節変動特

性係数を年間平均日交通量に対する比として計算している。道路断面によって年間平均日交通量

は変化する可能性は高いが、季節変動を数式上、比として扱っているため、異なる断面の間で季

節変動特性係数を比較して似ているかどうかを確認することが可能である。2.12 式に示した時間

単位の自動車交通量指標にかかわる季節変動特性係数についても数式上は比であるため、同様の

ことが言える。もしある道路断面の季節変動パターンが、他の多くの道路断面についても近似し

ていることが確認できれば、それを準普遍的な季節変動とみなすことができ、従来の道路交通セ
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ンサスが交通変動現象を把握できないという問題点を克服できる見通しが高くなる。そこで本研

究では、ある道路断面について確認された季節変動パターンが、他の道路断面についても当ては

まるかどうかを確認する（図 2.8）。 

 

 

図 2.8 分析方針③：季節変動パターンが広範囲に通用するかどうかの確認 

 

 

図 2.9 分析方針④：季節変動を利用した日単位交通指標の年間分布の推定 
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なお季節変動が大きな影響力を持っており、道路断面自動車交通量について長期間にわたり通

用するだけでなく、複数の道路断面に対しても広範囲に通用する季節変動パターンの存在が確認

できた場合には、その季節変動パターンが通用する任意の道路断面において、任意の１日の日交

通量の観測値より、その季節変動パターンを利用して日交通量の年間分布を推定することが可能

となる。以下、具体的に手順を説明すると、まず 2.3 式を変形して下記 2.13 式を得る。 

  （2.13） 

2.13 式における偶然変動係数を 0 とみなせば、2.14 式が得られる。 

   （2.14） 

ここで長期間にわたり広範囲に通用することが確認された準普遍的な季節変動特性係数が所与

のものとして利用できると仮定すれば、この 2.14 式により、任意の日交通量観測値より、年間平

均日交通量を計算できる。年間平均日交通量が計算できれば、同じ季節変動特性係数を 2.3 式に

当てはめて偶然変動特性係数を 0 とみなすことにより、その年次における任意の月、週、曜日の

日交通量が推定可能となる。つまり１日分の交通量調査を行うことで、季節変動を反映した１年

分の日交通量推定値が得られるわけである※１３（図 2.9）。 

 

 

図 2.10 分析方針⑤：季節変動を利用した時間交通量の年間分布の推定 
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日交通量の
年間平均値の推定

日交通量の
年間平均値の推定

時間交通量の
年間分布の推定

時間交通量の
年間分布の推定

方向別日交通量の推定式

時間交通量の推定式

direhdwydirehdwwmydiredwwmydirehdwwmy xQQ ,,,,,,,,,,,,,,,,, 

diredwydiredwwmydirehdwwmydwwmydirehdwwmy DRQQ ,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 2


